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『
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
』

っ
て
何
だ
ろ
う

デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は

　

地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
手
段
は
、

民
間
バ
ス
事
業
者
が
不
採
算
路
線
か

ら
撤
退
し
た
後
、
市
民
バ
ス
が
そ
の

路
線
を
引
き
継
ぐ
形
で
運
行
さ
れ
て

き
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
や
道
幅

の
狭
い
地
域
へ
の
導
入
な
ど
の
課
題

が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
注
目
さ
れ
た
の

が
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
以

下
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」）
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
行
き
先
の

違
う
複
数
の
利
用
者
が
、
運
行
時
間

が
定
め
ら
れ
た
タ
ク
シ
ー
に
乗
合
し

て
、
自
宅
と
目
的
地
の
間
を
移
動
す

る
公
共
交
通
手
段
で
、「
ド
ア
か
ら

ド
ア
へ
」
の
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
と

乗
合
に
よ
る
バ
ス
の
よ
う
な
低
料
金

が
特
徴
で
あ
る
。

　

少
人
数
の
運
行
や
道
幅
の
狭
い
地

域
の
運
行
に
適
し
て
お
り
、
公
共
交

通
空
白
地
域
の
解
消
策
と
し
て
導
入

さ
れ
る
事
例
が
多
い
。

泉
郷
地
域
へ
の
導
入

　

こ
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
今
後

の
地
域
公
共
交
通
の
足
掛
か
り
と
考

え
た
市
は
、
市
民
バ
ス
泉
郷
線
の
運

行
地
域
を
対
象
に
地
域
と
協
議
を
重

ね
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
市
民
バ
ス

と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
並
行
運
行

し
て
、
ど
ち
ら
が
地
域
に
合
っ
た
公

共
交
通
手
段
な
の
か
地
域
に
比
較
検

討
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
10
月
か
ら
市
民

バ
ス
泉
郷
線
に
代
え
て
、
市
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
（
愛
称
：
タ
ン
ト
の
り

あ
い
号
）
の
本
格
運
行
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

地
域
の
声

　

こ
の
特
集
で
は
、
泉
郷
地
域
の
中

で
も
利
用
者
が
多
い
入
第
一
区
、
入

第
二
区
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
う
ち
、

入
第
二
区
太
田
区
長
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
太
田

さ
ん
、
今
野
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

地
域
全
体
を
考
え
て

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

太
田
区
長
　
地
域
で
要
望
・
署
名
活

動
を
し
て
市
民
バ
ス
泉
郷
線
の
運
行

が
始
ま
っ
た
が
、
最
近
で
は
、
高
齢

利
用
者
が
施
設
に
入
っ
た
り
、
足
腰

が
弱
く
な
っ
た
り
し
て
、
乗
車
率
が

落
ち
て
い
た
。

　

地
域
で
も
平
均
乗
車
数
４
名
を
維

持
す
る
た
め
利
用
助
成
す
る
な
ど
路

「
ド
ア
to
ド
ア
」
の
利
便
性
と
乗
合
に
よ
る
低
料
金
が
メ
リ
ッ
ト

　これまで東根市内で地域
の公共交通手段として「移
動の足」を確保してきた市
民バスに加えて、昨年10月
から、東郷地区泉郷地域を
対象に「デマンド型乗合タ
クシー」の本格運行が開始
した。
　今回の特集は、この「デ
マンド型乗合タクシー」を
取り上げます。

特 集
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線
維
持
に
努
力
し
た
が
、
利
用
者
は

減
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
市
民
バ
ス

と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
比
較
で
は

賛
否
様
々
で
、
泉
郷
地
域
全
体
を
見

て
市
民
バ
ス
が
通
っ
て
い
な
い
所
も

あ
る
た
め
、
全
体
と
し
て
は
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
が
良
い
の
で
は
と
い
う

結
論
に
な
っ
た
。

家
で
待
つ
こ
と
が
で
き
る

今
野
さ
ん
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は

家
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
。
運
転

手
さ
ん
に
よ
っ
て
は
「
ス
ト
ー
ブ
消

し
た
か
」
と
気
を
つ
か
っ
て
く
れ
る

（
笑
）。

太
田
さ
ん
　
最
近
は
足
が
弱
り
、
バ

ス
停
ま
で
歩
い
て
出
る
の
が
楽
で
は

な
い
の
で
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は

本
当
に
助
か
る
。
３
０
０
円
と
い
う

安
い
料
金
も
助
か
っ
て
い
る
。

行
き
先
は
ど
ち
ら
に
？

今
野
さ
ん
　
週
３
回
病
院
に
通
っ
て

い
る
。
乗
せ
て
行
く
人
が
い
な
い
時

に
利
用
し
て
い
る
。

太
田
さ
ん
　
頻
度
は
少
な
い
が
買
い

物
で
も
利
用
し
て
い
る
。

今
野
さ
ん
　
一
度
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
式

の
車
に
乗
っ
た
が
、
乗
り
降
り
し
や

す
く
広
く
て
快
適
だ
っ
た
。
高
齢
者

に
配
慮
し
て
も
ら
え
れ
ば
利
用
者
も

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
だ
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
知
ら
な
い
人
も
多

く
、
通
常
の
タ
ク
シ
ー
は
料
金
が
高

く
大
変
だ
と
い
う
話
も
聞
く
。

＜東根市デマンドタクシー：タントのりあい号の概要＞
●利用対象地域　東郷地区
　　　　　　　　（入第一区・入第二区・上野台区・上川原区・下川原区・後沢区・本郷区・和合向区）
●運行日　毎週火・金曜日（祝日、年末年始など運休あり）
●利用料金　一般料金500円、割引料金300円（小中学生・高校生、70歳以上の方など）
●運行時間・乗降場所
　往路（中央方面）　	 9:30発　　　　　　自宅⇒公共施設・医療機関など
　復路（泉郷方面）　12:00発・14:00発　 公共施設・医療機関など⇒自宅
※利用する場合、事前の利用登録が必要（利用登録者数63名）随時受付中

　

他
に
も
、
事
前
予
約
で
あ

る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
電

話
で
の
予
約
が
基
本
だ
が
、

耳
の
遠
い
方
に
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
予
約
が
可
能
で
あ
る
こ
と

や
、
電
話
の
場
合
、
予
約
セ

ン
タ
ー
で
は
電
話
番
号
で
自

宅
の
位
置
が
分
か
る
た
め
細

か
な
説
明
が
不
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
様
々
な
話
を
お
聞

き
し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
改

善
の
余
地
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

地
域
の
評
価
は
非
常
に
高
か

っ
た
。

　

新
た
な
公
共
交
通
手
段
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
こ
れ
か
ら
に
期
待
し
た
い
。

今回お話を伺った皆さん。左側から今野さん、太田さん、太田区長

ひがしね議会だより●広報●令和3年2月1日3



●会 期　12月３日～ 12月17日

第４回定例会 第４回定例会第４回定例会第４回定例会

※詳細は、市ホームページから確認できます。
※委員会発議の内容は16ページに掲載しています。

この中から３項目をピックアップ
4 4 4 4 4 4

！
議論された案件
条例関連・・・・・６件	 議決事件・・・・・２件	 補正予算・・・・・８件
同意人事・・・・・	19件	 請願審査・・・・・１件	 委員会発議・・・・１件

東
根
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金

条
例
が
設
定
さ
れ
ま
し
た

ポイント1
議
第
84
号　

東
根
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

議
　
員
　
基
金
の
目
的
な
ど
は
。

総
務
部
長
　
平
成
29
年
３
月
に

策
定
し
た
東
根
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
、
施
設
の
維

持
更
新
に
必
要
な
財
源
確
保
の

た
め
の
基
金
設
置
の
必
要
性
を

位
置
づ
け
て
お
り
、
既
存
基
金

を
一
本
化
し
、
公
共
施
設
の
新

設
以
外
に
改
修
・
除
却
な
ど
幅

広
く
活
用
で
き
る
基
金
を
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

議
　
員
　
計
画
策
定
が
平
成
28

年
度
、
基
金
設
置
が
令
和
２
年

度
に
な
っ
た
理
由
は
。

総
務
部
長
　
計
画
策
定
と
基
金

設
置
が
同
じ
市
町
村
も
多
い
が
、

本
市
で
は
神
町
小
学
校
建
設
の

大
型
事
業
が
完
了
し
た
タ
イ
ミ

ン
グ
に
設
置
す
る
と
判
断
し
た
。

議
　
員
　
引
き
継
ぐ
予
定
の
東

根
市
立
小
中
学
校
建
設
基
金
の

残
高
は
い
く
ら
か
。

総
務
部
長
　
今
年
度
末
の
見
込

み
は
７
億
８
千
万
円
と
予
測
し

て
い
る
。

　
公
共
施
設
等
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
管
理
し
、
財
政
負
担
の
軽

減
と
平
準
化
を
図
っ
て
維
持
更
新
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た

め
に
新
た
に
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

東根市のこんなことが決まりました

【賛否が分かれた議案】
　請願第４号　国に対し「消費税５％以下への引き下げを求める意見書」の提出を求める請願について
会
派
名

ひがしね創生会 政清・公明 新会派　令和 ひがしね
市政クラブ 自民クラブ 無会派

議
員
名

白
井
　
健
道

高
橋
　
鉄
夫

清
野
　
忠
利

河
村
　
　
豊

原
田
　
利
光

東
海
林
克
彦

三
宅
　
一
人

高
橋
　
弓
嗣

滝
口
　
公
一

元
木
十
四
男

片
桐
　
勝
寿

齋
藤
俊
一
郎

浅
野
目
幸
一

佐
藤
　
　
直

植
松
　
　
宏

山
科
　
幸
子

髙
橋
　
光
男

細
矢
　
俊
博

賛
否 × × × × × × × × × × ○ × × × ○ × × 議

○＝賛成　×＝反対　※議長は採決に加わりません。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

▲学校などの解体にも多額の経費
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第４回定例会 第４回定例会第４回定例会

電
気
自
動
車
の
普
及
に
備
え
た

環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た

ポイント2

小
田
島
ふ
れ
あ
い
交
流
館
の

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

ポイント3

議
第
89
号　

東
根
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
小
田
島
ふ
れ
あ
い
交
流
館
の
指
定
管
理
者
に
、
社
会
福
祉
法
人
東

根
福
祉
会
を
指
定
す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
般
の
電
気
自
動
車
の
普
及
に
伴
い
、
需
要
が
加
速
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
急
速
充
電
設
備
に
関
し
、
火
災
予
防
上
講
じ
る
べ
き
措

置
に
係
る
総
務
省
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
第
91
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
　
員
　
こ
れ
ま
で
の
活
用
状

況
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
介
護
予
防
活

動
や
介
護
知
識
・
介
護
方
法
の

普
及
推
進
事
業
、
高
齢
者
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
の
各
種

事
業
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
や
学
童
保
育
所
と
し
て

利
用
す
る
な
ど
、
世
代
間
に
お

け
る
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
き
た
。

議
　
員
　
今
後
の
活
用
方
法
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
貸
館
業
務
も

継
続
し
、「
東
根
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
し
ろ
み
ず
」
を
施

設
内
に
配
置
し
、
介
護
予
防
の

た
め
の
事
業
や
健
康
増
進
の
た

め
の
事
業
の
充
実
と
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
種
事
業

活
動
と
併
せ
、
介
護
予
防
拠
点

施
設
と
し
て
の
機
能
が
一
層
強

化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

議
　
員
　
届
出
が
必
要
と
な
る

充
電
設
備
の
対
象
は
。

消
防
長
　
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超

え
る
急
速
充
電
設
備
が
対
象
と

な
る
。

議
　
員
　
家
庭
用
充
電
設
備
は

届
け
出
が
必
要
に
な
る
の
か
。

消
防
長
　
家
庭
用
の
充
電
器
は
、

普
通
充
電
設
備
と
な
る
た
め
、

該
当
し
な
い
。

議
　
員
　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
は
消
火
器
等
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
る
。
充
電
設
備
の
場

合
は
ど
う
か
。

消
防
長
　
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

▲小田島ふれあい交流館

▲急速充電設備

ひがしね議会だより●広報●令和3年2月1日5



Q &A 皆さまの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。
登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。

議
　
員
　
県
内
で
も
小
中
学
生

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
確
認
さ
れ
た
。
本
市
の
児
童

生
徒
が
感
染
し
た
場
合
の
対
応

と
対
策
は
。

教
育
長
　
県
教
育
委
員
会
の
通

知
に
よ
り
、
感
染
確
認
後
校
舎

内
の
消
毒
を
行
う
と
と
も
に
保

健
所
が
濃
厚
接
触
者
を
特
定
す

る
ま
で
学
校
は
閉
鎖
す
る
。
学

習
保
障
等
に
つ
い
て
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
で
整
備
さ
れ
る
端

末
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
努
め

て
い
く
。

議
　
員
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
感

染
防
止
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

議
　
員
　
平
成
27
年
度
に
高
崎

小
学
校
に
小
規
模
特
認
校
制
度

を
導
入
し
た
が
そ
の
実
績
と
効

果
を
伺
う
。

教
育
長
　
初
年
度
は
、
学
区
外

の
児
童
は
５
名
だ
っ
た
が
、
今

年
度
は
26
名
で
、
こ
れ
は
少
人

数
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導

に
加
え
、
英
語
活
動
に
特
化
し

た
学
校
経
営
と
、
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
方
が

放
課
後
に
多
様
な
体
験
活
動
を

提
供
し
て
い
る
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
な
ど
の
特
色
が
広
く
認
知

さ
れ
、
高
崎
小
学
校
学
区
外
か

元木十四男  議員

●小規模特認校制度について
新たな小規模特認校の導入の考えは？

●新型コロナウイルスについて
児童生徒が感染した場合の対応と対策は？

本
市
経
済
に
与
え
る

影
響
へ
の
見
解
は
？

小
規
模
特
認
校
制
度

導
入
の
効
果
と
課
題
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て

市
の
財
政
状
態
は

健
全
状
態
に
あ
る
の
か

ら
の
児
童
数
が
増
加
し
て
お
り
、

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

議
　
員
　
地
域
全
体
で
児
童
と

密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
る
高

崎
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
敬
意
を

表
す
る
。
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

を
担
う
後
継
者
育
成
に
さ
ら
な

る
支
援
を
お
願
い
す
る
。
制
度

導
入
か
ら
６
年
目
に
入
っ
た
が

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
本
来
の
高
崎
小
学
校

の
児
童
数
が
年
々
減
少
し
、
現

在
の
２
・
３
年
生
は
複
式
学
級

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
解
消
の

た
め
、
高
崎
小
学
校
の
魅
力
を

更
に
高
め
学
区
外
か
ら
の
児
童

を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
　
員
　
新
た
な
小
規
模
特
認

校
の
考
え
は
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
と
し
て

は
考
え
て
い
な
い
。

議
　
員
　
昨
年
、
長
瀞
地
区
の

０
歳
児
は
２
名
だ
っ
た
。
こ
の

ま
ま
何
の
手
立
て
も
講
じ
な
い

と
数
年
後
に
は
長
瀞
小
学
校
も

複
式
学
級
は
必
至
で
あ
る
。
学

区
の
見
直
し
や
小
中
一
貫
校
な

ど
も
将
来
的
な
視
野
に
入
れ
た

検
討
を
要
望
す
る
。

▲小規模特認校指定の高崎小学校

市内小学校児童数の推移（人）� 各年５月１日現在

H9 H10 H22 H23 R元
東根小 1,016 495 415 536 457
神町小 710 708 805 405 335
東郷小 297 303 132 148 96
高崎小 117 115 68 73 69
大富小 311 308 248 269 240
小田島小 295 282 146 149 171
長瀞小 211 195 125 114 94
東根中部小 ー 514 749 532 489
大森小 ー ー ー 548 725
合　計 2,957 2,920 2,688 2,774 2,676
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
、
商
工
を
中
心

と
し
た
本
市
経
済
に
与
え
る
影

響
へ
の
見
解
を
伺
う
。

市
　
長
　
地
域
経
済
の
幅
広
い

分
野
に
与
え
る
影
響
は
甚
大
な

も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
収
束
は
見
通
せ
ず
、

地
域
経
済
へ
の
影
響
は
長
期
化

し
て
お
り
、
今
後
も
自
粛
活
動

等
が
長
引
け
ば
、
地
域
経
済
全

体
が
疲
弊
し
て
い
く
懸
念
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
実
施
中
の
経
済
対
策

（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
）
の
実

績
と
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
商
業
支
援
並
び
に
市

民
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
県

内
13
市
の
中
で
も
最
大
規
模
の

50
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
商

品
券
だ
が
、
11
月
末
現
在
で
４

万
９
7
9
4
冊
を
販
売
し
、
こ

れ
ま
で
の
換
金
実
績
で
は
5
億

円
を
超
え
、
市
内
経
済
の
活
性

化
が
図
ら
れ
た
と
考
え
る
。

議
　
員
　
長
引
く
と
予
想
さ
れ

る
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
、
更
な
る
経

済
対
策
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
国
、
県
の
補
助
制
度

等
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、

有
効
な
対
策
を
検
討
す
る
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
想

定
し
た
産
業
活
動
の
変
化
へ
の

対
応
に
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
や
リ
モ
ー
ト
等
を
推
進
し
て

い
く
整
備
が
必
要
か
と
考
え
て

い
る
。

議
　
員
　
今
後
も
経
済
対
策
と

感
染
防
止
対
策
の
両
立
が
必
要

と
な
る
中
、
市
税
収
入
な
ど
へ

の
影
響
も
想
定
さ
れ
る
が
、
市

の
財
政
状
態
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
今
年
度
は
、
国
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
な
ど
も
あ
り
、
例
年
に
は
な

い
様
々
な
対
策
を
講
じ
た
が
、

依
然
、
健
全
な
財
政
状
態
を
維

持
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
財
政
状
況
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
な
い
中
に
あ
っ

て
、
見
通
し
が
難
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影

響
は
国
全
体
の
課
題
で
あ
り
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
積

極
的
な
財
政
出
動
を
行
い
つ
つ

も
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
る
。

本
市
経
済
に
与
え
る

影
響
へ
の
見
解
は
？

市
の
財
政
状
態
は

健
全
状
態
に
あ
る
の
か

経
済
対
策
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
）
の
実
績
と
効
果
は
？

今
後
の
更
な
る

経
済
対
策
の
予
定
は
？

高橋  弓嗣  議員

●東根市における
新型コロナウイルス関連の
経済政策・支援制度について

▲経済対策として作成したデリバ
リー・テイクアウトのサイト
　（市ホームページよりご覧下さい。）

ひがしね議会だより●広報●令和3年2月1日7



Q &A 皆さまの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。
登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。

議
　
員
　
消
防
法
施
行
令
の
改

正
に
よ
り
飲
食
店
等
に
つ
い
て

消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
一
般
家
庭
に
対
す
る
消

火
器
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
飲
食
店
等
の
消
火
器

の
設
置
は
、
消
防
法
が
改
正
さ

れ
る
以
前
か
ら
東
根
市
火
災
予

防
条
例
で
設
置
義
務
を
定
め
て

い
る
。
一
般
家
庭
へ
の
設
置
は
、

法
的
な
義
務
は
な
い
が
、
初
期

消
火
の
上
で
最
も
重
要
と
捉
え

て
い
る
。

議
　
員
　
住
宅
用
消
火
器
は
、

業
務
用
消
火
器
と
同
様
に
、
新

規
格
へ
の
移
行
は
行
わ
れ
る
の

か
。

消
防
長
　
住
宅
用
消
火
器
は
、

新
規
格
へ
の
更
新
義
務
は
な
い

が
、
使
用
期
限
は
５
年
程
度
と

な
っ
て
い
る
。

議
　
員
　
廃
消
火
器
の
処
分
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

消
防
長
　
消
火
器
は
リ
サ
イ
ク

ル
品
と
な
っ
て
お
り
、
ゴ
ミ
と

し
て
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

使
用
期
限
の
過
ぎ
た
消
火
器
は
、

新
し
い
も
の
と
の
交
換
を
推
奨

す
る
。

議
　
員
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
率
等
に
つ
い
て
動
向
を

伺
う
。

市
　
長
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
率
は
、
令
和
２
年
７
月

１
日
現
在
91
％
、
条
例
適
合
率

は
60
％
で
あ
る
。

議
　
員
　
設
置
率
か
ら
も
本
市

の
住
民
意
識
は
高
い
。
同
警
報

器
は
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ
も
感

知
す
る
。
火
災
と
非
火
災
の
定

義
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長
　
火
が
燃
え
広
が
る
な

ど
、
消
火
に
消
火
用
具
等
の
使

用
を
必
要
と
す
る
も
の
を
火
災

と
す
る
。
自
動
火
災
報
知
設
備

の
誤
作
動
で
1
1
9
番
通
報
に

よ
り
出
動
し
て
も
、
火
災
で
な

か
っ
た
も
の
は
非
火
災
と
し
て

扱
わ
れ
る
。

議
　
員
　
災
害
時
に
お
け
る
消

防
組
織
の
体
制
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。
現
有
は
し
ご
車
の
能
力

と
近
隣
消
防
と
の
協
力
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
消
防
庁
の
整
備
指
針

に
示
す
15
メ
ー
ト
ル
級
の
は
し

ご
車
を
配
備
し
、
大
規
模
な
火

災
や
災
害
時
は
県
内
各
消
防
本

部
と
の
連
携
、
協
力
体
制
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。

●消火器等の設置による
市民防災力の強化と
火災予防体制の確保を

消
火
器
等
に
よ
る
消
防
力

向
上
に
つ
い
て

消
防
行
政
の
動
向
と

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

消
防
体
制
の
基
盤
強
化
に

つ
い
て

予
防
接
種
費
用
助
成
を

年
２
回
に
！

コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
支
援
を

再
度
、
継
続
的
に
！

浅野目幸一  議員

▲初期消火の成功率は60％

▲ほとんどが、65歳以上の高齢者

火災による死者のうち
逃げおくれが

約80％ 約80％

火災による死者のうち
65歳以上の高齢者が

適応火災が
［絵表示］のときは、
［新規格］の消火器です。

製造2010年以前には、
リサイクルシールが
貼られておりません。
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

議
　
員
　
未
就
学
児
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
は

「
１
人
１
回
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
２
回
接
種
が
必
要
な
た
め
、

２
回
助
成
に
で
き
な
い
か
。

市
　
長
　
13
歳
未
満
の
子
ど
も

は
２
回
の
接
種
に
よ
り
、
効
果

を
有
効
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
や
、

他
市
町
の
助
成
状
況
も
考
慮
し

な
が
ら
、
助
成
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

議
　
員
　「
学
生
等
応
援
給
付

金
」
の
利
用
状
況
は
。

市
　
長
　
県
内
外
の
学
業
に
励

ん
で
い
る
本
市
出
身
の
学
生
等

８
１
６
名
か
ら
申
請
が
あ
り
、

申
請
者
全
員
に
給
付
し
た
。

議
　
員
　
予
算
３
千
万
円
の
事

業
で
あ
る
が
、
約
５
割
強
の
執

行
状
況
。
事
業
の
再
実
施
と
再

申
請
を
可
能
に
す
る
制
度
改
正

を
要
望
す
る
。

議
　
員
　
デ
ジ
タ
ル
改
革
へ
の

取
り
組
み
、
目
指
す
方
向
性
、

組
織
体
制
、
人
材
確
保
は
。

市
　
長
　
住
民
記
録
や
税
な
ど

の
基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
へ
の
対
応
、
行
政
手
続
の

電
子
申
請
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
導
入
、
業
務
工
程
の
自

動
化
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
や
電
子
頭
脳

（
Ａ
Ｉ
）
の
活
用
、
地
域
社
会

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

を
重
点
的
に
進
め
る
。

　
来
年
１
月
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
４
月
か

ら
（
仮
称
）
デ
ジ
タ
ル
改
革
推

進
室
を
新
設
す
る
。

　
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
を

活
用
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
等
を
専
門
と
す
る
民

間
企
業
か
ら
人
材
の
派
遣
を
受

け
、
専
門
知
識
を
活
用
し
た
提

案
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

議
　
員
　
市
民
に
優
し
い
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
の
取
り
組
み
は
。

市
　
長
　
来
年
４
月
か
ら
、
市

税
や
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
の
納
付
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
導
入
す
る
。

議
　
員
　
音
声
に
よ
る
１
１
９

番
の
通
報
が
難
し
い
人
を
対
象

に
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
画
面
操
作

だ
け
で
通
報
で
き
る
「
Ｎ
ｅ
ｔ

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

導
入
を
要
望
す
る
。

●新型コロナウイルス感染症対策を
確実・継続的に！

●デジタル弱者を作らない市民目線の
デジタル改革を積極的に！

予
防
接
種
費
用
助
成
を

年
２
回
に
！

デ
ジ
タ
ル
弱
者
を
作
ら
な
い

対
策
を
！

コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
支
援
を

再
度
、
継
続
的
に
！

河 村　　豊  議員

ひがしね議会だより●広報●令和3年2月1日9



Q &A 皆さまの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。
登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。

議
　
員
　
７
月
豪
雨
の
避
難
勧

告
地
域
や
災
害
発
生
地
域
の
意

見
を
反
映
し
た
、「
災
害
対
策

本
部
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
」を
求
め
て
い
た
が
、状
況
は
。

市
　
長
　
今
回
の
水
害
の
経
験

で
得
ら
れ
た
反
省
を
踏
ま
え
、

次
期
出
水
期
ま
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
を
行
い
た
い
。

議
　
員
　
頻
発
す
る
気
象
変
動

に
対
応
し
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
東
根
市
国
土

強
靭
化
計
画
の
具
現
化
が
、
必

須
だ
。
市
長
の
方
針
を
伺
う
。

市
　
長
　
事
業
の
優
先
度
や
緊

急
性
、
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
、

振
興
実
施
計
画
に
位
置
づ
け
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

議
　
員
　
強
靱
化
計
画
に
お
い

て
本
年
度
中
の
対
策
策
定
が
示

さ
れ
て
い
る
袋
田
浄
水
場
の
浸

水
対
策
及
び
野
田
シ
タ
工
業
用

水
道
の
浸
水
対
策
の
状
況
は
。

市
　
長
　
調
査
に
基
づ
き
、
両

施
設
の
応
急
対
策
を
来
年
度
よ

り
３
か
年
間
行
っ
て
い
く
。

議
　
員
　
西
部
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
あ
た
り
、
避
難

対
象
区
域
に
住
む
市
民
の
意
見

や
要
望
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し

て
い
く
の
か
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
地
域
の
意
見
や
要

望
を
踏
ま
え
、
駐
車
場
が
多
く

取
れ
、
水
防
訓
練
を
実
施
で
き

る
場
所
の
確
保
や
西
部
地
区
全

体
を
カ
バ
ー
す
る
防
災
備
蓄
倉

庫
の
機
能
を
有
す
る
施
設
と
な

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

議
　
員
　
本
年
事
件
化
さ
れ
た

児
童
生
徒
の
安
心
・
安
全
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
背
景
を
踏
ま
え
、

全
て
の
小
中
学
校
に
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
化
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

な
ど
の
事
業
化
を
求
め
た
い
。

教
育
長
　
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
と
防

犯
カ
メ
ラ
は
、
学
校
の
防
犯
対

策
と
し
て
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

全
て
の
学
校
の
さ
ら
な
る
防
犯

シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
向
け
、
ま

ず
は
「
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
設
置

を
優
先
し
て
検
討
」
し
て
い
き

た
い
。

議
　
員
　
子
ど
も
が
安
全
安
心

な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
は
市

政
の
大
切
な
使
命
だ
。
早
期
の

事
業
化
を
求
め
た
い
。

●「持続可能なひがしね市」
の実現に向けて

～安心安全・災害に強い街を創るために～

水
害
や
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た

災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
正
へ

ひ
が
し
ね
強
靭
化
す
す
む

袋
田
浄
水
場
や
工
業
用
水
道

の
浸
水
対
策
始
ま
る

学
校
の
防
犯
体
制
強
化
へ

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
化
の
整
備
を
促
進

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

齋藤俊一郎  議員

▲大森小学校のオートロック

▲洪水ハザードマップ（令和元年改訂）において、両施設と
もに浸水深が約５メートル前後の区域に立地しており、早
急な対応が求められる。

（野田シタ水源地） （袋田浄水場）
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

議
　
員
　「
市
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
で
定
め
て
い
る
、

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
対
象
の
電
気

柵
の
整
備
実
績
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
駆

除
用
箱
わ
な
な
ど
の
設
置
数
や

捕
獲
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
　
長
　
平
成
29
年
度
６
４
２

７
㍍
、
30
年
度
２
５
５
８
㍍
、

令
和
元
年
度
７
７
０
０
㍍
を
設

置
し
て
お
り
、
被
害
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
る
が
、
イ
ノ
シ
シ

の
行
動
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
柵
の
整
備
は
引
き

続
き
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

　
捕
獲
駆
除
に
は
市
猟
友
会
の

箱
わ
な
の
他
に
、
市
よ
り
20
基

を
貸
与
し
て
お
り
、
29
年
１
６

９
頭
、
30
年
１
０
９
頭
、
元
年

１
３
９
頭
を
捕
獲
し
た
。
今
後

と
も
地
域
や
関
係
団
体
と
連
携

を
密
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
　
員
　
耕
作
放
棄
地
の
増
加

や
柿
等
の
未
収
穫
果
実
が
野
生

動
物
の
繁
殖
を
助
長
し
て
い
る

と
思
う
。
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

経
済
部
長
　
鳥
獣
の
餌
場
や
病

害
虫
の
発
生
源
と
な
る
危
険
性

も
あ
り
、
関
係
団
体
と
対
応
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
　
員
　
併
せ
て
猟
友
会
へ
支

援
や
、
わ
な
の
増
設
を
願
う
。

議
　
員
　
水
銀
に
よ
る
環
境
汚

染
防
止
の
た
め
２
０
２
０
年
を

も
っ
て
、
水
銀
灯
の
製
造
、
輸

出
入
が
禁
止
さ
れ
る
。
市
管
理

に
お
け
る
水
銀
灯
の
使
用
状
況

は
ど
う
か
。

　
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
や
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
積
極

的
に
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
本
市
は
、
水
銀
灯

等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
更
新
計
画
の
策

定
と
、
点
灯
不
能
回
避
に
よ
り
、

積
極
的
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
を

進
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
　
長
　
市
民
の
安
全
安
心
に

配
慮
し
て
防
犯
灯
を
最
優
先
と

し
て
平
成
30
年
度
ま
で
７
年
間

で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
完
了
。
現
在
道

路
照
明
や
体
育
館
等
に
１
２
４

７
灯
使
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後

優
先
度
を
決
め
順
次
交
換
を
進

め
る
。

　

更
新
計
画
は
振
興
計
画
や
、

財
政
需
要
と
の
調
整
を
図
り
検

討
し
て
い
く
。

議
　
員
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
は
多
額

の
財
源
が
必
要
と
思
う
が
、
電

力
使
用
量
や
運
転
コ
ス
ト
も
削

減
な
る
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、

前
向
き
に
取
り
組
み
を
願
う
。

●鳥獣被害対策について
●水銀灯のLED化について

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

水
銀
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

東海林克彦  議員

▲箱わな設置例▲園地の掘り起こし跡

ひがしね議会だより●広報●令和3年2月1日11



Q &A 皆さまの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。
登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。

議
　
員
　
農
林
水
産
省
は
、
令

和
３
年
産
主
食
用
米
の
適
正
生

産
量
を
６
９
３
万
㌧
に
設
定
し

た
。
令
和
２
年
産
と
比
較
す
る

と
、
生
産
量
で
は
過
去
最
大
の

50
万
㌧
の
減
産
と
な
り
、
面
積

換
算
で
は
10
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
規

模
の
転
作
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
東
根
市
に
お
け

る
減
反
面
積
と
生
産
量
を
ど
の

よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。

市
　
長
　
平
成
30
年
産
以
降
、

行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
等

の
配
分
は
行
わ
ず
、
国
が
策
定

す
る
米
の
需
給
の
見
通
し
等
の

情
報
を
踏
ま
え
、
生
産
者
や
集

荷
業
者
、
団
体
が
中
心
と
な
り

円
滑
に
需
要
に
応
じ
た
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
令
和
２
年
産

米
の
生
産
の
目
安
は
、
面
積
が

９
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
量

が
５
４
９
１
㌧
と
決
定
さ
れ
て

お
り
、
令
和
３
年
産
米
に
つ
い

て
は
、
面
積
が
８
７
６
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
生
産
量
が
５
３
６
９
㌧

と
決
定
さ
れ
て
い
る
。
比
較
す

る
と
、
面
積
で
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

生
産
量
で
１
２
２
㌧
の
減
と
な

っ
て
い
る
。

議
　
員
　
国
は
、
昭
和
45
年
以

来
、
減
反
を
守
れ
ば
米
の
価
格

が
保
た
れ
る
と
指
導
し
て
き

た
。
今
年
生
産
分
の
仮
渡
金
で

は
、
前
年
比
で
「
は
え
ぬ
き
」

が
８
０
０
円
、「
雪
若
丸
」
が

１
０
０
０
円
の
下
げ
幅
と
な
っ

た
。
こ
の
下
落
に
つ
い
て
、
農

業
再
生
協
議
会
で
は
、
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
　
長
　
令
和
２
年
産
米
の
状

況
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
さ
く
ら
ん

ぼ
東
根
の
出
荷
契
約
米
概
算
金

が
、「
は
え
ぬ
き
」
は
令
和
元

年
産
米
よ
り
８
０
０
円
低
い
１

万
１
８
０
０
円
、「
雪
若
丸
」

は
１
０
０
０
円
低
い
１
万
２
４

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
が
、「
つ

や
姫
」
は
１
万
５
９
０
０
円
で

令
和
元
年
産
米
と
同
額
で
あ
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
東
根
市
農

業
再
生
協
議
会
の
場
に
お
い
て
、

今
後
と
も
県
の
取
組
方
針
を
踏

ま
え
協
議
し
、
国
に
対
し
て
は

生
産
量
の
向
上
を
図
る
取
り
組

み
の
実
現
に
向
け
た
働
き
か
け

を
行
い
な
が
ら
、
お
い
し
く
安

全
で
安
心
な
良
質
米
の
生
産
を

支
援
し
て
い
く
。

議
　
員
　
米
農
家
は
、
毎
年
の

よ
う
に
変
わ
る
政
策
で
は
不
安

で
あ
る
。
国
土
保
全
に
も
大
き

な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
農
協

と
協
議
し
、
何
ら
か
の
支
援
を

お
願
い
す
る
。

●東根市の米政策について

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置

断
念
の
経
緯
は

清野  忠利  議員
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

議
　
員
　
10
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ

レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

行
政
側
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
報
道
だ
っ
た
が
、

そ
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。
今

後
、
市
内
で
感
染
者
が
発
生
し

た
場
合
、
患
者
、
家
族
へ
の
対

応
は
。

市
　
長
　
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
、
で
き
る
限
り
支
援
す
る

方
向
で
、
地
元
医
師
会
と
協
議

し
て
き
た
が
、
医
療
従
事
者
の

確
保
が
難
し
く
、
市
内
14
か
所

の
各
診
療
所
で
検
査
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
市
内
で
陽
性
者
が

出
た
場
合
は
、
感
染
予
防
と
と

も
に
、
誹
謗
中
傷
を
行
わ
な
い

よ
う
呼
び
掛
け
て
い
く
。

議
　
員
　
市
内
の
病
院
や
介
護

施
設
な
ど
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
予

防
の
た
め
、
無
症
状
で
も
定
期

検
査
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
無
症
状
者
の

行
政
検
査
は
、
現
在
、
検
査
体

制
を
逼
迫
さ
せ
る
懸
念
も
あ
る

た
め
難
し
い
。
今
後
、
国
・
県

の
方
針
を
注
視
し
て
い
く
。

議
　
員
　
今
後
の
事
態
の
進
行

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

議
　
員
　
人
口
の
減
少
、
少
子

化
の
進
行
の
裏
に
は
未
婚
者
の

増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
市
の

と
っ
て
き
た
対
応
策
と
実
績
、

「
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
取
り
組
み
に
対
す
る
後
援
に

つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
本
市
の
合※

計
特
殊
出

生
率
は
、
県
内
で
も
高
い
水
準

を
維
持
し
て
い
る
が
、
目
標
の

1
・
7
を
下
回
っ
て
い
る
。
今

後
も
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努

め
、
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い

く
。
若
者
の
出
会
い
の
場
の
提

供
に
向
け
た
取
組
は
、
各
種
団

体
と
連
携
し
、
婚
活
支
援
や
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
、
出
会

い
の
機
会
を
創
出
し
て
き
た
。

「
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
本
市
も
運
営
委
員

と
し
て
、
婚
活
支
援
に
参
加
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を

知
ら
な
い
若
者
も
多
い
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
認
知
度
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

議
　
員
　
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
も
若
者
が
出
会
い
を
求

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
引

き
続
き
取
組
を
強
め
て
ほ
し
い
。

●PCR検査センター
行政の協力得られず断念??

●未婚者の増加に対する
市の対応策は？

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置

断
念
の
経
緯
は

少
子
化
と
未
婚
者
の
増
加
に

つ
い
て

※合計特殊出生率…一人の女性が生涯に何人の子供を産むのかを推計した指標。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成27年

昭和50年

35～39歳30～34歳25～29歳20～24歳15～19歳

山
形
県
の
女
性
の
年
齢
階
級
別
有
配
偶
率

（
昭
和
50
年
↓
平
成
27
年
）

32.7%

9.1%

39.8%

63.0%

81.3%
92.2%

植 松　　宏  議員

こんな症状がある場合は受診前に
医療機関に電話で相談してください。

〇熱がある

〇咳、くしゃみがでる

〇喉の痛み、鼻水が出る

〇倦怠感がある

〇味・においを感じない

〇胃腸炎の症状がある

ひがしね議会だより●広報●令和3年2月1日13



Q &A 皆さまの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。
登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。

議
　
員
　
対
策
本
部
は
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か
。

市
　
長
　
７
月
28
日
午
前
６
時

８
分
に
出
さ
れ
た
大
雨
警
報
に

よ
り
、
関
係
職
員
が
警
戒
態
勢

に
入
っ
た
。
昼
前
か
ら
雨
が
強

ま
り
東
郷
地
区
な
ど
避
難
所
を

開
設
し
、
避
難
の
要
請
を
し
た
。

そ
の
後
、
山
形
河
川
国
道
事
務

所
よ
り
「
最
上
川
の
水
位
急
上

昇
、
避
難
勧
告
な
ど
避
難
行
動

を
呼
び
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

あ
る
」
と
の
助
言
が
あ
り
、
大

富
・
小
田
島
・
長
瀞
地
区
に
避

難
勧
告
を
発
令
し
た
の
が
18
時

50
分
過
ぎ
だ
っ
た
。

議
　
員
　
複
合
災
害
発
生
時
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
こ
の
度
は
、
午
前
に

土
砂
災
害
、
夕
方
か
ら
浸
水
被

害
、
さ
ら
に
住
宅
火
災
と
市
内

で
複
数
の
災
害
が
発
生
し
た
。

今
後
に
備
え
、
関
係

機
関
、
団
体
と
連
携

の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
市
内
消
防
団
同

士
の
応
援
体
制
な
ど

を
研
究
し
て
い
く
。

議
　
員
　
今
年
度
か

ら
危
機
管
理
室
が
で

き
、
役
割
が
期
待
さ

れ
る
が
、
そ
の
結
果

は
。

総
務
部
長
　
職
員
が

整
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

本
部
の
動
き
に
合
わ

せ
、
無
線
操
作
や
呼

び
か
け
を
早
め
に
で

き
た
。
ま
た
職
員
の

教
育
訓
練
の
充
実
で

初
動
体
制
が
ス
ム
ー

●７月豪雨時の災害対応と
今後の課題について

ズ
に
で
き
た
。

議
　
員
　
消
防
団
同
士
の
対
応

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長
　
今
回
の
災
害
を
踏
ま

え
、
危
機
管
理
室
と
の
連
携
に

よ
り
、
今
後
は
、
消
防
団
と
の

連
携
体
制
の
強
化
を
図
る
。

議
　
員
　
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー

の
水
防
拠
点
と
し
て
の
役
割
は
。

総
務
部
長
　
水
防
用
装
備
は
、

複
数
年
で
配
備
し
て
い
く
。
災

害
時
だ
け
で
な
く
防
災
拠
点
と

な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

議
　
員
　
災
害
対
応
で
得
ら
れ

た
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

市
　
長
　
こ
の
度
の
災
害
活
動

を
振
り
返
り
、
今
後
に
生
か
す

反
省
点
も
多
く
、
課
題
の
解
決

に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
経

費
の
予
算
化
な
ど
も
含
め
、
災

害
対
策
に
万
全
を
期
す
。

議
　
員
　
災
害
は
、
い
つ
ま
た

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
今
回

の
豪
雨
を
機
に
デ
ジ
タ
ル
化
を

活
用
し
た
水
害
対
策
に
河
川
へ

の
水
位
計
、
東
根
市
独
自
で
雨

量
計
の
設
置
、
水
防
活
動
へ
の

装
備
の
充
実
を
要
望
す
る
。

神
町
地
区
ま
ち
づ
く
り　

①
小
学
校
跡
地
利
用
は
？

②
駅
東
西
横
断
通
路
を

　

早
く
！

原田  利光  議員

▲政府は、水害時における避難情報の在り方を見直し、現在会期中の通
常国会で災害対策基本法を改正する方針
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一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。

議
　
員
　
今
年
９
月
議
会
で
質

問
し
た
神
町
小
学
校
跡
地
に
つ

い
て
、
12
月
ま
で
案
を
示
す
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
。

市
　
長
　
北
村
山
地
区
、
天
童

市
を
含
め
地
域
住
民
の
利
便
性

を
高
め
る
活
用
に
向
け
て
調
整

中
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

想
定
ど
お
り
に
進
め
ら
れ
な
い
。

現
時
点
で
具
体
的
な
報
告
は
で

き
な
い
。
実
現
に
向
け
信
念
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
　
員
　
片
側
利
用
し
か
で
き

な
い
神
町
駅
の
東
西
横
断
自
由

通
路
の
整
備
は
、
議
会
や
地
区

で
何
度
も
要
望
し
て
き
た
。
市

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
神
町
駅
構
内
の
東
西

自
由
通
路
の
必
要
性
を
認
識
、

課
題
と
し
て
策
定
中
の
総
合
計

画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
掲
げ
た
。
Ｊ
Ｒ
等
関
係
機

関
の
協
議
に
相
当
な
時
間
を
要

す
る
た
め
、
地
域
と
共
に
有
効

な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

議
　
員
　
国
は
60
万
円
を
上
限

に
新
婚
世
帯
へ
の
助
成
を
拡
大

す
る
。
周
辺
自
治
体
は
す
で
に

実
施
済
だ
。
本
市
で
も
早
急
に

支
援
事
業
を
実
施
す
べ
き
だ
。

市
　
長
　
負
担
が
大
き
い
住
居

費
等
に
助
成
し
結
婚
を
後
押
し

す
る
事
業
で
、
国
と
市
が
１／２
ず

つ
補
助
す
る
。
実
施
に
向
け
振

興
実
施
計
画
に
計
上
し
た
。

市
　
長
　
出
産
間
も
な
い
母
親

に
対
す
る
支
援
は
非
常
に
重
要

で
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

議
　
員
　
昨
年
要
望
し
た
学
校

給
食
の
公
費
投
入
実
施
は
、
栄

養
充
足
の
み
な
ら
ず
市
内
の
物

資
納
入
等
、
効
果
は
大
き
い
。

　
令
和
５
年
３
月
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
契

約
終
了
後
の
体
制
は
ど
う
な
る

の
か
。

市
　
長
　
新
た
な
調
理
運
営
・

維
持
管
理
を
検
討
し
、
円
滑
な

事
業
継
続
を
行
っ
て
い
く
。

今までの議会総括
●神町小跡地・神町駅横断通路

少子化対策…子どもは未来の宝
●結婚新生活支援・学校給食

神
町
地
区
ま
ち
づ
く
り　

①
小
学
校
跡
地
利
用
は
？

②
駅
東
西
横
断
通
路
を

　

早
く
！

少
子
化
対
策

①
結
婚
新
生
活
支
援
実
施
決
定

②
産
前
検
診
と
同
様
に

　

産
後
検
診
も
無
料
に
！

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後

山科  幸子  議員

家賃や引越費用の補助があるんだって！

▲神町駅における通学の様子

ひがしね議会だより●広報●令和3年2月1日15



市内における新型コロナウイルス感染事例の確認を受け、令和２年第４回定例会において、全会一致により可決しました。

「東根市議会における新型コロナウイルス感染症対策方針」
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に鑑みて、東根市議会における対策方針を定めました。
その中から、今後の傍聴や見学に関する情報をお知らせします。

〇議会棟（庁舎５階）への入室時に、職員が体温測定を行います。
37.5℃以上の発熱がみられる場合や、その他感染を疑わせる症状（風邪の症状、息苦しさ、
強いだるさ、味覚・嗅覚の異常）、過去14日以内の海外渡航歴がある場合は入室できません。

〇入室に際してはマスク着用と手指消毒の徹底をお願いします。

傍聴席　　　議　　場・・・固定席12席、簡易席６席に限定します。
　　　　　　委員会室・・・傍聴者用に設置している椅子の数に限定します。

※令和３年１月１日から当面の間の対応となります。
※上記に加えて、市内の感染事例の状況により、傍聴を制限する場合があります。

　適切な身体的距離を確保して見学できるよう、市教育委員会を通した見学申し込みに限り認
めることとし、１回あたりの人数制限等を設けて実施します。
　見学に際しては、37.5℃以上の発熱の有無の確認・手指消毒・マスク着用等の感染予防対策
について、各学校において実施されたことを確認させていただきます。

新型コロナウイルス感染症克服のため感染防止対策徹底と
誹謗中傷根絶を目指す決議

　新型コロナウイルス感染症は、現在、感染拡大の第３波が押し寄せ、全国的に感染者が
急増し、本市にあっても、感染者が確認されました。
　これまで、私たち市民は、細心の注意を払いながら感染防止対策と社会経済活動との両
立に向け、懸命に取り組んでまいりましたが、今一度、感染防止のための新しい生活様式
等を再確認し、諸対策を徹底する必要があります。
　こうした状況の下、感染者やその家族に対し、ＳＮＳ等での心ない誹謗中傷や、間違っ
た情報の拡散などが発生していることは、大変憂慮すべきことです。
　このような行為は、当事者を深く傷つけるばかりか、偏見による不当な差別であり、人
権擁護の観点からも看過できるものではありません。
　新型コロナウイルスは、誰もが感染する可能性があり、大切なのは、感染防止対策を徹
底することで、誹謗中傷することではありません。
　今こそ、私たち一人ひとりが、正しい認識の下、地域において共に支え合う力を発揮す
べきときです。市民の皆様、共に支え合いながら、この困難を乗り越えてまいりましょう。
　本市議会は、新型コロナウイルス感染症克服のため、感染防止対策の徹底と、誹謗中傷
の根絶を目指し、引き続き、関連する諸課題に取り組んでまいります。

　以上、決議する。
� 　令和２年12月17日　 東 根 市 議 会　

■議会の傍聴について

■児童、生徒等の議場見学について
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　議会活性化策等の検討を目的として平成28年度に立ち上げた「議会のみらい検討委員会」で
は、今年度、これまでの取り組みの成果を踏まえ、「東根市議会基本条例」の制定に向けた協
議を重ねてきました。
　昨年12月にまとまった（案）により、概ね１カ月の間、パブリックコメントを実施しました。
ご協力ありがとうございました。
　その間にいただいた意見はありませんでしたが、実施についてお知らせした市公式フェイス
ブックでは、たくさんの「いいね」をいただき、市民の皆様の関心の高さを改めて感じたとこ
ろです。
　今後の予定は、令和３年第１回（３月）定例会に議案として上程する予定です。

東根市議会基本条例（案）に対するパブリックコメントの実施について

広域組合議会等概要報告

●
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

�

第
３
回
定
例
会　

11
月
９
日
開
催

●
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

�

第
３
回
臨
時
会　

12
月
22
日
開
催

●
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

�

第
３
回
定
例
会　

12
月
24
日
開
催

　

令
和
２
年
度
東
根
市
外
二
市

一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
会
計

補
正
予
算
及
び
市
町
負
担
金
の

確
定
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り

承
認
・
可
決
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員

会
委
員
に
、
本
田
諭
氏
（
大
石

田
町
）
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
。

　

閉
会
後
、
北
村
山
教
育
会
基

金
を
活
用
し
た
村
山
教
育
賞
と

北
村
山
奨
励
賞
の
表
彰
式
を
行

っ
た
。

　

令
和
２
年
度
北
村
山
公
立
病

院
組
合
事
業
会
計
補
正
予
算
２

議
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
・

可
決
し
た
。

○
職
員
等
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
従
事
者
慰

労
金
を
速
や
か
に
給
付
す
る

た
め
の
予
算
を
承
認
し
た
。

○
上
半
期
の
状
況
を
踏
ま
え
、

業
務
の
予
定
量
を
見
直
し
、

収
益
的
収
支
の
予
定
額
を
見

直
し
た
。

東
根
市
外
二
市
一
町

共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

北
村
山
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会

北
村
山
公
立
病
院

組
合
議
会

業務の予定量
患者数 当初比較

入　　　　院 77,635人 ▲8,505人
外　　　　来 89,715人 ▲12,345人

収益的収支の予定額
予定額 当初比較

病院事業収益 5,216,399,000円 ▲391,782,000円
病院事業費用 5,634,439,000円 ▲268,099,000円

【各市町の負担金の額】

東根市 276,482,000円

村山市 136,480,000円

天童市 332,439,000円

河北町 116,633,000円

合　計 862,034,000円

ひがしね議会だより●広報●令和3年2月1日17



問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
E-mail：gikai@city.higashine.yamagata.jp 再生紙使用

発
行
●
山
形
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東
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●
株
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刷
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議
会
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よ
り
●
1
1
6

CM021
EC01J0142 051

2
0
2
1｜
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1

編
集
後
記

　

昨
年
は
、
夏
に
コ
ロ
ナ
禍

の
下
で
の
豪
雨
災
害
、
そ
し

て
暮
れ
か
ら
年
明
け
に
か
け

て
は
、
豪
雪
に
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
果
樹
や
、
農
業

用
施
設
へ
の
被
害
が
目
立
ち

ま
す
が
、「
果
樹
王
国
ひ
が
し

ね
」
を
支
え
る
農
家
の
方
々

の
ご
奮
闘
に
頭
が
下
が
り
ま

す
。

　

本
号
で
は
、
本
格
運
行
と

な
っ
た
泉
郷
地
域
の
「
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
を

特
集
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

直
接
現
地
に
出
向
き
、
地
元

利
用
者
の
感
想
、
要
望
な
ど

の
声
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ

大
変
好
評
の
よ
う
で
す
。
議

会
広
報
委
員
会
で
は
、
市
議

会
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

と
合
わ
せ
、
市
政
に
対
す
る

市
民
の
声
を
お
聴
き
し
、
市

政
に
反
映
さ
せ
る
広
聴
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

�

委
員
長
　
片
桐
　
勝
寿

�

副
委
員
長
　
高
橋
　
弓
嗣

�

委
　
　
員
　
三
宅
　
一
人

�

齋
藤
俊
一
郎

�

山
科
　
幸
子

�

植
松
　
　
宏

�

髙
橋
　
光
男

聞
か
せ
て
！

夢

あ
な
た
の

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
長

瀞
小
学
校
に
は
、
毎
週
水
曜
日
に
来

て
く
れ
る
、
心
の
教
室
相
談
員
の
先

生
が
い
ま
す
。
生
活
や
勉
強
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
る
時
の
先
生
は
、

す
ご
く
か
っ
こ
良
く
て
、
憧
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う
仕
事
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
今
ま
で
友
達
と
の
関
わ
り

方
で
い
ろ
い
ろ
悩
ん
で
き
ま
し
た
。

友
達
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
す
ぎ
て

し
ま
う
私
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
こ
の
こ
と

を
先
生
に
話
し
て
み
た
ら
「
自
分
の

気
持
ち
が
一
番
大
切
だ
か
ら
、
あ
ま

り
気
を
つ
か
わ
な
く
て
い
い
ん
だ

よ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
心
の
ど
こ
か
に
つ
か
え
て
い

た
も
の
が
す
っ
と
と
れ
る
心
地
よ
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
将
来
、
私
も
こ
ん

な
ふ
う
に
、
相
手
の
心
を
安
心
さ
せ

ら
れ
る
人
に
な
れ
た
ら
な
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
夢
を
心
の
支
え
に
し
て

様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
人

に
優
し
く
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で

す
。

長
瀞
小
学
校  
６
年

塩し
お

野の
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本会議
予算特別委員会
本会議（会派代表質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（総括質疑）
予算特別委員会
各常任委員会

2月26日㈮

3月3日㈬
4日㈭
5日㈮
9日㈫

予算特別委員会各分科会
予算特別委員会各分科会
各常任委員会
予算特別委員会
本会議

3月10日㈬
11日㈭
12日㈮
19日㈮

※日程は、招集告示後の議会運営委員会を経
て定例会初日の本会議で正式決定します。
　詳しくは議会事務局にお問い合せください。

令和3年第1回定例会

日程のお知らせ

2月26日から
3月19日まで
　　　　開催予定

令和２年第４回定例会では、延べ44名の皆様に議会を傍聴していただきました。

　「東根市議会における新型コロナウイルス
感染症対策方針」に沿った傍聴にご協力をお
願いいたします。


